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カトリック

広
島
司
教
決
ま
る
・
じ
ゃ
け
え
の
う	

一
面

三
末
司
教
帰
天
・
平
和
行
事
・
教
区
の
動
き
・
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ	

二
～
五
面

尹
兌
榮
新
司
祭
叙
階
式	

六
～
七
面

予
備
神
学
校
・
世
界
平
和
記
念
聖
堂
関
連	

八
～
九
面

地
区
・
海
峡
か
ら
の
風
・
施
設
・
青
少
年
・
ひ
と
粒	

十
～
十
二
面

広
島
司
教
区
の
新
司
教
決
ま
る

白
浜 
満 
被
選
司
教

　

私
は
、
今
年
の
三
月
に
洗
礼

を
受
け
ま
し
た
。
正
直
、
こ
ん

な
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
も
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
恥
ず
か
し
な

が
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
学
に

入
学
し
た
お
か
げ
で
、
日
本
人

に
も
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
い
る

こ
と
を
知
っ
た
ほ
ど
で
す
。
こ

ん
な
私
が
洗
礼
を
受
け
る
に
あ

た
っ
た
き
っ
か
け
に
は
、
二
つ

の
大
き
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
は
、
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
で
の
一
人

の
シ
ス
タ
ー
と
の
出
会
い
で

す
。
な
ぜ
そ
の
時
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
に
立
ち

寄
っ
た
か
は
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
年
の
夏
に
開
催

さ
れ
るA

Y
D

（
ア
ジ
ア
ン
・

ユ
ー
ス
・
デ
ー
）
へ
一
緒
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
、
楽
し
そ
う
と
い
う
思
い
で

行
っ
た
先
に
は
、
私
に
と
っ
て

と
て
も
大
き
な
経
験
と
出
会
い

が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

初
め
て
、
「
キ
リ
ス
ト
教
の
考

え
っ
て
素
敵
だ
！
」
と
思
っ
た

の
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
広
島

土
砂
災
害
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
出
会
い
で
す
。
起
こ
っ
た
災

害
は
と
て
も
悲
し
い
も
の
で
し

た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ベ
ー

ス
で
は
、
一
人
の
助
祭
と
多
く

の
仲
間
た
ち
が
温
か
く
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
導
か
れ
た
か
の

よ
う
に
ご
縁
が
あ
り
、
ま
た
、

そ
こ
に
は
居
心
地
の
良
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
二
つ

の
出
会
い
か
ら
た
く
さ
ん
の
出

会
い
に
恵
ま
れ
、
キ
リ
ス
ト
教

の
教
え
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
は

き
っ
と
、
神
さ
ま
の
優
し
い
仕

業
で
す
。
こ
ん
な
未
熟
な
私
に

も
、
神
さ
ま
は
お
恵
み
を
与
え

て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
あ
り
が

た
い
な
あ
。
こ
の
お
恵
み
を
、

感
謝
と
笑
顔
に
代
え
て
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
与
え
て
い
き

た
い
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
私
は
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
（
青
少
年
情
報
セ
ン

タ
ー　

石
井
美
咲
）

「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

　
ロ
ー
マ
教
皇
庁
は
、
六
月
二
十
八
日
、
日
本
時
間
十
九
時
、
広
島
司

教
区
の
司
教
と
し
て
ア
レ
キ
シ
オ
白
浜
満
師
（
五
十
四
歳
）
が
任
命
さ

れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
奇
し
く
も
、
三
末
篤
實
名
誉
司
教
が
帰
天

（
二
面
に
記
載
）
さ
れ
た
日
の
夜
で
あ
っ
た
。

アレキシオ白浜 満 被選司教

　

広
島
司
教
区
で
は
、

二
〇
一
四
年
八
月
二
十
日
に
、

前
田
万
葉
司
教
が
大
阪
大
司
教

区
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
司
教
座

空
位
が
続
い
て
い
た
。

　

ア
レ
キ
シ
オ
白
浜
満
被
選
司

教
は
、
一
九
六
二
年
五
月
二
十

日
生
ま
れ
の
五
十
四
歳
。
現
在

は
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
・
院
長
。
長
崎
大
司
教
区
、

サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
司
祭
会
に
所

白
浜
満
被
選
司
教
の
言
葉

　

こ
の
度
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
に
よ
り
広
島
司
教
区
へ
の
任

命
を
受
け
た
白
浜
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
二
十
一
年
間
、
神

学
院
で
し
か
働
い
た
経
験
が
な

く
力
不
足
の
私
で
す
が
、
「
平

和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」
と
い
う

目
標
を
掲
げ
る
広
島
司
教
区
の

皆
さ
ん
の
宣
教
司
牧
に
「
き
ょ

う
ど
う
」
で
き
る
こ
と
を
本
当

に
嬉
し
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
私
に
で
き
る

こ
と
を
教
え
、
私
を
広
島
教
区

の
「
新
司
祭
」
の
よ
う
に
お
使

い
く
だ
さ
い
！　

　

こ
れ
か
ら
末
永
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

属
。
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委

員
会
委
員
。
長
崎
県
南
松
浦
郡

新
上
五
島
町
、
仲
知
小
教
区

（
米
山
教
会
）
出
身
。
野
口
司

教
、
三
末
司
教
、
前
田
大
司
教

と
同
じ
長
崎
大
司
教
区
出
身
。

　

司
教
叙
階
式
は
、
二
〇
一
六

年
九
月
十
九
日
（
月
・
祝
）

十
三
時
半
よ
り
世
界
平
和
記
念

聖
堂
で
行
わ
れ
る
予
定
。

司
教
叙
階
式
は
九
月
十
九
日
（
月
・
祝
）

司 

教 

叙 

階 

式

日
　
時
：
二
〇
一
六
年
九
月
十
九
日
（
月
・
祝
）
十
三
時
半

場
　
所
：
広
島
司
教
区 

司
教
座
聖
堂
（
世
界
平
和
記
念
聖
堂
）

主
司
式
：
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス 

前
田 

万
葉 

大
司
教

（
大
阪
大
司
教
区
）

受
階
者
：
ア
レ
キ
シ
オ 

白
浜 

満 

被
選
司
教
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三
末
名
誉
司
教
様　

帰
天

　
六
月
二
十
八
日
（
火
）
未
明
、
三
末
篤
實
名
誉
司
教
が
、
急
性
心
筋

梗
塞
に
よ
り
八
十
歳
で
帰
天
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
ま

で
、
食
が
少
し
細
く
な
ら
れ
た
印
象
の
ほ
か
に
は
特
に
変
わ
っ
た
様
子

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
九
年
間
続
い
た
腎
臓
病
に
よ
る
週
三
回

四
時
間
の
人
工
透
析
に
加
え
、
昨
年
は
、
不
整
脈
の
た
め
心
臓
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
の
手
術
も
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
体
へ
の
負
担
も
相
当
な
も
の

に
な
り
、
二
十
七
日
（
月
）
翠
町
教
会
で
夕
食
を
摂
ら
れ
た
後
、
翌
未

明
、
就
寝
中
、
父
で
あ
る
神
の
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

神
に
感
謝
！

　

皆
様
に
感
謝
！

天
国
の
片
隅
に
て

　

三
末
篤
實
名
誉
司
教
様
は
、

一
九
三
六
年
、
平
戸
市
宝
亀
町

で
お
生
ま
れ
に
な
り
お
兄
様
二

人
、
お
姉
様
、
弟
様
、
妹
様
の

六
人
兄
弟
。
一
九
六
二
年
に
山

口
大
司
教
様
よ
り
司
祭
叙
階
。

飽
の
浦
、
大
浦
、
浦
上
教
会
の

助
任
司
祭
、
一
九
六
九
年
に
神

ノ
島
教
会
で
主
任
司
祭
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
一
九
七
一
年
、
長

崎
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

司
牧
企
画
室
長
。
一
九
七
三

年
、
俵
町
教
会
主
任
司
祭
。
長

崎
で
の
司
牧
活
動
で
は
、
特
に

若
者
労
働
者
の
グ
ル
ー
プJO

C

を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
青
年
を

指
導
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
九

年
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
事
務
局
次
長
、
事
務
局

長
。
一
九
八
一
年
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
来
日
を
準

備
。
一
九
八
四
年
に
長
崎
教
区

に
戻
り
、
出
津
教
会
主
任
を
経

て
、
一
九
八
五
年
、
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
任
命
に
よ

り
司
教
に
叙
階
さ
れ
、
第
五
代

広
島
司
教
区
の
教
区
長
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

　

司
教
協
議
会
で
は
、
青
少
年

司
牧
委
員
会
、
諸
宗
教
委
員
会

な
ど
を
歴
任
。
ア
ド
リ
ミ
ナ

（
五
年
に
一
度
の
教
皇
と
の
謁

見
）
で
の
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
二
世
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

多
く
、
特
に
印
象
的
な
こ
と

は
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
に
「
だ
っ
こ
」
さ
れ
て
、

「You're a joyful Bishop

」

（
あ
な
た
は
、
愉
快
な
司
教
様

で
す
ね
）
と
言
わ
れ
た
こ
と
。

教
皇
様
を
囲
ん
で
の
食
事
の
と

き
、
よ
く
「
隣
に
来
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
、
緊
張
し
な
が
ら
食

事
を
さ
れ
た
こ
と
。
遠
く
か
ら

司
教
様
を
見
つ
け
「
オ
ー　

ジ
ョ
バ
ネ　

ヴ
ェ
ス
コ
ボ　

デ
ィ　

ヒ
ロ
シ
マ
」
（
お
ー　

若
い
広
島
の
司
教
さ
ん
）
と
教

皇
様
自
ら
声
を
か
け
ら
れ
握
手

を
も
と
め
ら
れ
た
こ
と
、
司
教

様
は
、
外
国
語
が
苦
手
な
こ
と

を
説
明
す
る
た
め
「because 

I'm
 m

ade in Japan.

」
（
私

は
日
本
製
だ
か
ら
）
と
教
皇
ヨ

ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
に
冗
談
を

言
わ
れ
た
こ
と
な
ど
数
え
き
れ

ま
せ
ん
。

　

広
島
司
教
区
の
教
区
長
と
し

て
、
平
和
の
実
現
の
た
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
二
年
に

一
度
の
教
区
内
す
べ
て
の
小
教

区
を
巡
る
公
式
訪
問
、
八
月
の

平
和
行
事
、
教
区
報
発
刊
な

ど
人
工
透
析
を
受
け
な
が
ら

二
十
六
年
間
忙
し
く
公
務
を
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
教
区
長
退
任
後

は
、
翠
町
教
会
に
住
居
を
移

し
、
小
教
区
の
主
日
・
金
曜
日

の
ミ
サ
を
担
当
さ
れ
る
な
ど
退

任
さ
れ
て
か
ら
も
な
お
司
牧
に

専
念
さ
れ
ま
し
た
。
明
る
く
、

優
し
く
、
気
前
が
よ
く
、
周
り

の
人
を
思
い
や
り
、
ご
自
分
の

体
調
な
ど
お
構
い
な
し
、
よ
く

冗
談
を
言
わ
れ
周
り
の
人
々

を
笑
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
す
。
司
教
様
は
、
い
つ
も

「
聖
人
に
な
ら
れ
た
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
足
に
ぶ
ら

下
が
っ
て
天
国
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
う
。
努
力
し
て
、
天
国

の
片
隅
に
で
も
入
り
た
い
。
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

司
教
様
の
葬
儀
で
は
、
エ
リ

ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
に
よ
る
弦
楽

四
重
奏
で
送
り
出
さ
れ
、
参
列

者
に
は
司
教
様
が
好
ん
で
お
ら

れ
た
「
も
み
じ
饅
頭
」
が
配
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
、
目
を
閉
じ
る
と
司
教
様

が
天
国
の
片
隅
で
「
神
に
感

謝
！　

皆
様
に
感
謝
！
」
と
言

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。　
　
　

（
三
登　

昌
二
）

葬
儀
で
配
ら
れ
た
カ
ー
ド
。
二
〇
一
〇
年
七
月
四
日
、

柳
井
教
会
の
司
教
公
式
訪
問
で
の
ミ
サ
に
て
。
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広島司教区　2016平和行事
今こそヒロシマから～神のいつくしみの道具となろう～

 8/5 金

8/6 土

8/9 火

○13:00～14:30　シンポジウム
「戦後100年に向けて、わたしたち若者はどのように

平和を実現していくか」
　コーディネーター：松浦 悟郎 司教（名古屋司教区）

　場所：世界平和記念聖堂
○15:00～16:30　分科会
　①広島被爆証言　朴

パク

 南
ナムジュ

珠 さん（観音町教会）
　　場所：世界平和記念聖堂

　②広島被爆証言　Sr.荒谷 明恵
（ナミュール・ノートルダム修道女会）　場所：地下聖堂

　③福島の現状「かけがえのない大切な命」
　　南原 摩利 さん、山田 雅之 さん（カリタス原町ベース）

　　場所：カトリック会館研修室1・3
　④子どもプログラム 場所：マリアホール

　「伝えたい、今の平和を！」紙芝居等
　　中

なかたお

垰 房江 さん（呉教会）
　⑤シンポジウム第2部 場所：多目的ホール

○17:30～18:10　平和の祈り 場所：地下聖堂
　平和行進に参加されない方のためのプログラムです。

○17:30～　祈りの集い原爆供養塔前（平和記念公園内）
　戦争犠牲者の安息と今も戦争・紛争・災害などで苦しんで
いる人たちを思い起こし、原爆の犠牲となられた方々の前で
ともに平和を祈りましょう。

○18:00～　平和行進
（原爆供養塔前～本通り～世界平和記念聖堂）
　過去には自由に歌うことも行動することも出来ない時代が
ありました。二度とそのような時代にさせないという決意を
新たにしつつ、平和を願い、平和への感謝をこめて、歌いな
がら行進をしましょう。

○19:00～20:15　平和祈願ミサ 場所：世界平和記念聖堂
　人間の命を奪い、大地をも傷つける戦争への道を選び取ら
ず、平和をともに築きあげる決意を全国からより集う人々と
ともに神にお捧げしましょう。世界各地の戦火がおさまるこ
と、また災害の爪痕に苦しむ方々の平安を祈ります。　　　

○20:30～21:30　テゼの祈り 場所：世界平和記念聖堂

○ 6:15～ 7:15　宗教者平和の祈り 場所：原爆供養塔前
　仏教・神道・キリスト教などの宗教者がともにより集い、原爆犠牲
者を思い起こし平和を祈ります。

○ 8:00～ 9:00　原爆・すべての戦争犠牲者追悼ミサ
　場所：世界平和記念聖堂

　原爆や戦争で犠牲になられた方々の永遠の安息と地上の平和を祈り
ましょう。

○9:30～12:30　世界平和記念聖堂案内
　「ステンドグラス」「平和の鐘」「パイプオルガン」「聖堂扉」な
どを見て回りながら、戦争や原爆を二度と繰り返してはならない、何
よりも平和を創りたいという熱い思いの証を受けとめましょう。

○ 9:30～12:00　ピースウォーク　 場所：マリアホール前集合
　世界平和記念聖堂⇒広島城軍都廣島の爪痕をめぐる

○18:00～　原爆犠牲者のためのスピリチュアルコンサート
　場所：世界平和記念聖堂

　REQUIEM（フォーレ作曲）＊エリザベト音楽大学同窓会

「ながさき平和の日」
○11:00～長崎原爆犠牲者追悼ミサ 場所：地下聖堂

　原爆や戦争で犠牲になられた方々の永遠の安息と地上の平和を祈り
ましょう。

平和行事2016ポスター
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二
〇
一
六
年
度
（
第
一
回
）

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
連
絡

会
開
催

　

去
る
六
月
十
二
日
、

二
〇
一
六
年
度
第
一
回
広
島

司
教
区
宣
教
司
牧
連
絡
会(
以

下
、
教
区
連
絡
会)

が
、
広
島

カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
の
二
十
五
人
が
出

席
し
た
。

　

十
四
年
九
月
か
ら
司
教
座
空

位
に
よ
り
、
教
区
宣
教
司
牧
評

議
会
が
開
催
で
き
な
い
（
教
会

法
五
百
十
三
条
）
た
め
、
教
区

管
理
者
で
あ
る
肥
塚
神
父
、
平

和
の
使
徒
推
進
本
部
の
主
催
に

よ
り
教
区
連
絡
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
。

　

議
題
は
、
最
初
に
「
教
区
宣

教
司
牧
活
動
の
基
本
方
針
」

「
教
区
創
立
一
〇
〇
周
年
に
向

け
て
の
テ
ー
マ
の
推
進
」
「
教

区
が
取
り
組
ん
で
い
る
優
先
課

題
」
に
つ
い
て
、
全
体
概
要
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

教
区
宣
教
司
牧
活
動
の
土
台

は
、
活
動
の
源
泉
『
平
和
の
使

徒
と
な
ろ
う
（
教
区
固
有
の
召

命
）
』
と
三
つ
の
柱
『
平
和
・

き
ょ
う
ど
う
・
養
成
』
で
あ

る
。
そ
の
土
台
の
も
と
で
、
期

間
限
定
活
動
（
い
つ
く
し
み
の

特
別
聖
年
、
信
仰
年
な
ど
）
、

優
先
的
活
動
（
創
立
一
〇
〇
周

年
、
四
つ
の
優
先
課
題
）
、
緊

急
的
活
動
（
震
災
支
援
な
ど
）

が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

小
教
区
の
宣

教
司
牧
活
動

も
教
区
の
活

動
と
緊
密
に

連
携
し
な
が

ら
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
教
区

宣
教
司
牧
活

動
の
中
で

二
〇
一
六
年

度
は
、
創
立

一
〇
〇
周
年
に
向
け
て
最
初
の

三
年
間
『
家
庭
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
の
最
終
年
で
あ
る
。

　

今
回
の
教
区
連
絡
会
の
議
題

の
中
心
は
、
最
終
年
と
し
て
二

年
間
の
状
況
報
告
と
本
年
度
の

方
向
性
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
推
進
本
部
か

ら
、
二
〇
一
四
年
七
月
か
ら
発

行
し
て
い
るG

AU
D

ETE

（
ガ

ウ
デ
ー
テ
）
の
活
用
を
促
す
こ

と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

全
体
概
要
の
説
明
に
続
い

て
、
各
地
区
お
よ
び
伯
雲
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
と
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
報
告
で
は
、

広
島
地
区
で
昨
年
行
わ
れ
た

「
家
族
大
会
」
の
成
果
と
し
て

の
冊
子
（
「
分
か
ち
合
い
」
の

わ
か
ち
あ
い
）
が
紹
介
さ
れ

た
。
本
年
度
、
こ
の
冊
子
を
ど

の
よ
う
に

活
用
、
浸

透
さ
せ
て

い
く
か
に

期
待
し
た

い
。

　

続
い
て

議
題
は
、

教
区
が
取

り
組
ん
で

い
る
四
つ

の
優
先
課

題
（
司
教
座
空
位
の
状
況
の
中

で
継
続
し
て
行
わ
れ
る
活
動
）

に
つ
い
て
、
報
告
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

《
青
少
年
育
成
》

　

担
当
司
祭
で
あ
る
服
部
神
父

か
ら
、
青
少
年
が
参
加
す
る
行

事
と
し
て
、
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス

デ
ー
（
教
区
か
ら
四
名
参
加
予

定
）
、
教
区
練
成
会
（
翠
町
教

会
予
定
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
／
イ

ン
フ
ァ
ン
タ
教
区
訪
問
、
教
区

青
年
大
会
（
幟
町
教
会
予
定
）

に
関
す
る
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
活

性
化
に
は
、
教
区
民
の
関
心
と

関
わ
り
が
更
に
必
要
で
あ
ろ

う
。

《
召
命
促
進
》

　

司
祭
養
成
と
し
て
具
体
的
に

は
、
前
田
大
司
教
が
掲
げ
ら
れ

た
「
十
年
間
で
十
人
の
司
祭
叙

階
」
を
目
指
す
。

　

そ
の
中
で
、
予
備
神
学
校
の

活
動
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

意
見
と
し
て
、
教
区
で
は
毎

年
「
召
命
祈
り
の
集
い
」
を
実

施
し
て
い
る
が
、
そ
の
集
い
に

青
少
年
の
参
加
は
少
な
い
現
状

が
あ
る
。
召
命
の
た
め
に
、

も
っ
と
祈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
司
祭
、
修
道
者
と
の
ふ
れ

あ
い
、
喜
び
を
共
有
す
る
場

を
、
も
っ
と
多
く
作
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
練
成
会
、
中
ブ

ロ
、
青
年
大
会
な
ど
の
機
会

で
、
青
少
年
た
ち
が
興
味
を
抱

き
刺
激
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
中
ブ
ロ
や
練
成
会
の
参

加
を
促
し
て
も
、
な
か
な
か
参

加
し
よ
う
と
し
な
い
現
状
が
あ

る
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

が
報
告
会
な
ど
を
通
じ
て
、
ア

ピ
ー
ル
す
る
機
会
を
積
極
的
に

実
施
し
た
い
。

《
教
区
共
通
カ
テ
キ
ズ
ム
の
作

成
》

　

初
聖
体
、
堅
信
、
結
婚
の

教
区
共
通
テ
キ
ス
ト(

カ
テ
キ

ズ
ム)

作
成
の
専
門
委
員
会
に

て
、
テ
キ
ス
ト
案
が
完
成
し

た
。
し
か
し
、
司
祭
側
の
意
見

は
、
教
区
内
で
こ
の
テ
キ
ス
ト

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
と
の
見
方
を
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
完
成
し
纏

ま
っ
て
い
る
の
で
、
強
制
は
せ

ず
活
用
要
望
が
あ
る
方
に
は
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
と
す
る
。

今
後
、
推
進
本
部
で
最
終
的
な

方
向
性
を
検
討
す
る
予
定
。

《
津
和
野
乙
女
峠
殉
教
者
列
聖

運
動
》

　

今
後
、
司
教
協
議
会
の
中
で

検
討
、
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
地
道

な
運
動
を
進
め
て
い
く
し
か
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

教
区
と
し
て
は
「
乙
女
峠
友

の
会
」
会
員
募
集
を
精
力
的
に

推
進
し
、
会
員
数
を
増
や
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

続
い
て
議
題
は
、
「
い
つ
く

し
み
の
特
別
聖
年
」
に
つ
い

て
、
提
案
と
報
告
が
行
わ
れ

た
。

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 
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●
聖
な
る
扉
を
く
ぐ
る
こ
と

の
で
き
な
い
人
た
ち
（
高

齢
の
方
、
病
床
に
あ
る
方

な
ど
）
が
、
ど
う
す
れ
ば

全
免
償
の
お
恵
み
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考

え
、
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大

聖
堂
の
聖
な
る
門
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
祈
り
の
カ
ー
ド

を
作
成
し
た
い
。

●
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
写
真
展
、

講
演
会
を
予
定
。

●
閉
年
（
二
〇
一
六
年
十
一
月

二
十
日)

に
つ
い
て
、
ま
だ

教
皇
庁
か
ら
具
体
的
な
提

示
は
な
い
。

　

教
区
連
絡
会
の
後
半
は
、
世

界
平
和
記
念
聖
堂
保
存
活
用
委

員
会
か
ら
、
「
耐
震
補
強
・
保

存
工
事
に
つ
い
て
」
「
耐
震
対

策
に
お
け
る
修
理
方
針
に
つ
い

て
」
「
工
事
費
用
と
募
金
に
つ

い
て
」
「
一
般
公
開
の
案
内
に

つ
い
て
」
の
説
明
と
報
告
が

あ
っ
た
。

※
関
連
記
事
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

　

そ
の
後
、
修
女
連
、
各
地

区
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に
三

時
間
の
教
区
連
絡
会
を
閉
会
し

た
。

　

な
お
、
本
教
区
連
絡
会
は
、

現
状
の
確
認
、
報
告
事
項
の
連

絡
が
目
的
に
開
催
さ
れ
る
。

　

意
見
や
要
望
な
ど
、
平
和
の

使
徒
推
進
本
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

（
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
）

広
島
司
教
区
災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

原
田
神
父
と
行
く
東
北
・
福
島
視
察

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
や
五

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
復
興
へ

の
道
の
り
は
ま
だ
険
し
い
状
態

で
す
。
私
達
の
記
憶
も
日
々
薄

れ
て
い
く
現
状
を
憂
い
、
こ
の

度
、
広
島
司
教
区
災
害
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
東
北
・

福
島
の
現
在
を
と
に
か
く
見

る
」
と
い
う
内
容
の
学
習
会
を

企
画
し
ま
し
た
。

日
程
：
九
月
十
五
日
（
木
）
～

九
月
十
七
日
（
土
）

行
程
：

十
五
日　

広
島
～
常
磐

線
・
湯
本
～
カ
ト
リ
ッ

ク
湯
本
教
会
～
ホ
テ
ル
ハ

ワ
イ
ア
ン
ズ
／
十
六
日　

ホ
テ
ル
～
富
岡
町
～
カ
ト

リ
ッ
ク
原
町
教
会
～
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
丸
屋
／
十
七

日　

ホ
テ
ル
～
飯
館
村
～

川
俣
町
～
カ
ト
リ
ッ
ク
二

本
松
教
会
～
郡
山
～
広
島

（
現
地
の
方
の
案
内
あ
り
）

対
象
：
広
島
司
教
区
の
信
徒

旅
費
：
四
万
三
千
円
（
税
込
）

定
員
：
限
定
二
十
名

（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
込
先
：
（
株
）
阪
急
交
通
社

（
株
）
阪
急
交
通
社
か
ら

各
小
教
区
宛
に
案
内
が
送

ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
：
広
島
司
教
区
災
害
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
岡
本
ま

で　

電
話090

‐9410

‐

1728

今もなお津波の被害がそのままに。富岡町の様子

フ
ィ
リ
ピ
ン独

立
記
念
行
事

米
子
教
会　

西
林 

い
ず
み

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　

六
月
五
日
、
米
子
教
会
に
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
独
立
記
念
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
百
十
八

回
目
の
記
念
「
私
た
ち
の
独
立
、

私
た
ち
の
自
立
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
の
開
催
で
す
。
中
国
地

方
は
、
こ
の
前
日
に
梅
雨
入
り
宣

言
が
出
さ
れ
天
気
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
曇
り
空
の
下
、
カ
ル
メ

ラ
・
レ
イ
さ
ん
の
楽
し
い
司
会

で
、
盛
大
に
お
祝
い
が
で
き
ま
し

た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
十
六
世
紀
の

大
航
海
時
代
か
ら
一
八
九
九
年
六

月
十
二
日
に
独
立
宣
言
が
な
さ
れ

る
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
帝
国
に
支
配

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
、
こ
の
独
立
を
記
念
し
て
祝

賀
行
事
を
行
い
ま
す
。
七
千
に
も

及
ぶ
島
々
か
ら
な
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
、
他
民
族
国
家
で

多
く
の
文
化
が
入
り
交

じ
っ
て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
一
つ
の
国
と
し

て
独
立
を
宣
言
し
た
こ

の
日
は
、
み
ん
な
が
心

を
一
つ
に
し
て
お
祝
い

す
る
日
で
あ
り
、
世
界

鮮やかな色合いのフィリピンの
民族衣装で踊りを披露。

の
ど
こ
に
い
て
も
国
旗
を
掲
げ
、

国
歌
を
斉
唱
し
て
お
祝
い
す
る
日

だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
も
、
国
旗
掲
揚
・
国
家

斉
唱
で
始
ま
り
、
米
子
、
出
雲
、

松
江
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が

歌
や
民
族
舞
踊
を
披
露
し
ま
し

た
。
子
ど
も
グ
ル
ー
プ
の
モ
ダ
ン

ダ
ン
ス
も
あ
り
、
終
わ
り
に
近
づ

い
て
く
る
と
ベ
ト
ナ
ム
の
皆
さ
ん

が
飛
び
入
り
で
歌
を
披
露
す
る
な

ど
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
、
も
ち
ろ

ん
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
皆
さ
ん
、
約

三
百
人
が
一
つ
に
な
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
お
楽
し

み
、
手
作
り
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理

の
数
々
。
ど
れ
も
美
味
し
い
も
の

ば
か
り
で
お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

　

準
備
・
運
営
を
さ
れ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
同
体
の
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
掃
除
や
片
付
け
を
最
後
ま

で
き
れ
い
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。
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新
司
祭
誕
生

パ
ウ
ロ 

尹ユ
ン 

兌テ
ヨ
ン榮 

新
司
祭 

叙
階
式

神
に
感
謝

パ
ウ
ロ 

尹 

兌
榮 

新
司
祭 

広
島
教
区
の
信
者
の
皆
様
方
、

こ
ん
に
ち
は
。

　

皆
さ
ん
の
お
祈
り
と
ご
支
援
の
お

か
げ
で
、
今
年
四
月
二
十
九
日
に
広

島
教
区
岡
山
教
会
で
司
祭
叙
階
と
い

う
神
様
の
恵
み
を
受
け
、
岡
山
教
会

と
岡
山
南
教
会
の
助
任
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
っ
た
、
パ
ウ
ロ
尹ユ

ン

兌テ
ヨ
ン榮

と

申
し
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

司
祭
叙
階
の
ミ
サ
は
広
島
教
区
民

と
岡
山
教
会
の
信
者
様
た
ち
の
協
力

と
奉
仕
の
お
か
げ
で
盛
大
に
捧
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
母
国
で
あ
る

韓
国
か
ら
二
十
五
人
の
司
祭
た
ち
を

始
め
四
十
人
ぐ
ら
い
の
巡
礼
団
が
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

叙
階
式
と
初
ミ
サ
の
あ
と
多
く
の

人
々
が
“
素
晴
ら
し
い
叙
階
式
の
ミ

サ
で
し
た“

、“
感
動
し
ま
し
た“

と

い
う
話
し
を
た
く
さ
ん
の
信
者
か
ら

聞
き
ま
し
た
。
韓
国
人
で
あ
る
私
が

日
本
の
広
島
教
区
で
叙
階
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
叙
階
式
を
通
し
て
な

さ
る
神
の
御
業
と
摂
理
に
私
自
身
も

感
謝
し
ま
し
た
。

　

叙
階
さ
れ
て
も
う
二
ヶ
月
近
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
信
者
か
ら

「
神
父
様
」
と
呼
ば
れ
る
時
に
、

“
は
い“

と
い
う
答
え
が
す
ぐ
出
て

こ
な
い
ほ
ど
、
神
父
に
な
っ
た
ば
か

り
の
新
司
祭
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
慣
れ
て
行
く
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

広
島
教
区
の
信
者
様
！

　

ま
だ
、
新
司
祭
と
し
て
足
り
な
い

部
分
や
助
け
を
求
め
る
部
分
が
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
お

祈
り
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
神
様

が
私
に
願
う
こ
と
に
つ
い
て
思
っ
て

お
り
ま
す
。
私
は
足
り
な
い
者
で
す

が
、
こ
の
足
り
な
い
部
分
を
通
し
て

神
様
が
そ
こ
で
働
い
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
！
そ
の
確

信
に
基
づ
い
て
、
広
島
教
区
の
よ
い

働
き
手
に
な
れ
る
よ
う
前
向
き
で
生

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
い
つ
も

主
の
平
和
が
皆
様
と
共
に
あ
る
こ
と

を
願
い
な
が
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。

カ
ト
リ
ッ
ク
さ
い
た
ま
司
教
区

ル
カ 

姜カ
ン 

玟ミ
ン
ジ
ュ周 

神
父

　

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
、
広
島
教

区
と
は
全
く
縁
が
無
さ
そ
う
な
、
さ

い
た
ま
教
区
か
ら
来
た
者
で
す
。
し

か
し
実
は
、
同
級
生
の
中
に
広
島
教

区
の
神
学
生
が
二
人
も
い
ま
し
て
、

彼
ら
の
叙
階
式
に
お
邪
魔
し
て
い
ま

し
た
。
尹
神
父
と
は
、
神
学
校
時
代

か
ら
の
友
達
と
い
う
腐
れ
縁
で
、
ま

た
も
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
来
年
で
神

学
生
と
し
て
銀
祝
？
を
迎
え
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
尹
新
司
祭
は
他
人
に
は
無

い
特
別
な
召
命
の
歩
み
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
少
し
だ
け
見
て

い
た
者
と
し
て
、
彼
の
叙
階
式
は
胸

い
っ
ぱ
い
の
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
迎
え
た
初
ミ

サ
。
何
十
年
ぶ
り
の
涙
が
こ
ぼ
れ
る

ミ
サ
で
し
た
。
感
動
の
初
ミ
サ
の

中
、
彼
の
恩
師
の
神
父
様
が
説
教

で
、
あ
る
無
名
の
詩
人
の
詩
を
読
ん

　
四
月
二
十
九
日
（
金
・
祝
）
十
四
時
か
ら
岡
山
教
会
で
、
パ
ウ
ロ 

尹 

兌
榮
助
祭
（
広
島
教
区
）
の
司
祭
叙
階
式
と
ペ
ト
ロ
　
ホ
ア
ン
・

ド
ゥ
ク
・
ロ
イ
神
学
生
の
助
祭
叙
階
式
（
広
島
教
区
）
が
行
わ
れ
た
。

広
島
教
区
司
祭
の
叙
階
式
は
、
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ノ
・
マ
リ
ア
・
コ
ル

ベ
猪
口
大
記
神
父
以
来
二
年
ぶ
り
と
な
る
。
叙
階
式
は
、
韓
国
か
ら

の
司
祭
団
、
修
道
者
、
信
徒
も
多
く
参
列
し
八
百
名
を
超
え
た
。
主

司
式
は
、
前
田
万
葉
大
司
教
（
大
阪
教
区
）。
多
く
の
司
祭
団
と
共

に
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。

↑叙階式の集合写真
　大勢の司祭団、修道者、信徒が集まった

←前田大司教からの按手を受ける
　尹 兌榮 新司祭

尹 兌榮 新司祭

喜びを分かち合う、前田大司教と尹 兌榮 新司祭
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で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
尹
新
司
祭
の

召
命
と
こ
れ
か
ら
の
歩
み
へ
送
る
言

葉
と
し
て
。
そ
の
一
部
を
皆
様
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

私
の
背
中
に
重
荷
が
無
か
っ
た
ら
、

私
は
、
人
間
の
道
か
ら
逸
れ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
重
荷
の
お
か
げ
で
、
い
つ
も
気

を
つ
け
な
が
ら
誠
実
に
歩
ん
で
き
ま

し
た
。

今
に
な
っ
て
み
る
と
、

重
く
て
嫌
だ
っ
た
こ
の
も
の
は
、

私
を
、
正
し
く
生
き
る
よ
う
に
し
て

く
れ
た
大
切
な
賜
物
で
し
た
。

私
の
背
中
に
重
荷
が
無
か
っ
た
ら
、

私
は
、
愛
を
知
ら
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

こ
の
重
荷
の
重
さ
で
、
他
人
の
つ
ら

さ
を
感
じ
、
そ
れ
を
通
し
て
愛
も
ゆ

る
し
も
分
か
り
ま
し
た
。

今
に
な
っ
て
み
る
と
、

重
く
て
嫌
だ
っ
た
こ
の
も
の
は
、

私
に
、
愛
を
教
え
て
く
れ
た
大
切
な

賜
物
で
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
さ
い
た
ま
司
教
区

　
　
　
　
　
　
太
田
教
会

山
田 

忠
良

　

パ
ウ
ロ　

ユ
ン　

テ
ヨ
ン
神
父

様
！　

叙
階
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
〇
一
六
年
四
月
二
十
九
日
叙

階
ミ
サ
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
岡
山

教
会
の
聖
堂
が
突
然
昼
下
が
り
の
光

に
明
る
く
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

瞬
間
、
御
父
の
お
望
み
と
大
勢
の

方
々
の
祈
り
が
一
つ
に
な
っ
た
事
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
ユ
ン
神
父
様
の

優
し
く
う
る
ん
だ
瞳
に
宿
る
強
い
決

意
と
大
き
な
お
身
体
に
溢
れ
る
喜
び

を
感
じ
取
り
、
群
馬
太
田
か
ら
の

十
二
名
の
参
列
者
は
思
わ
ず
涙
ぐ
み

ま
し
た
。
太
田
教
会
で
は
金
大
烈
神

父
様
に
よ
る
ご
縁
で
数
回
に
渡
る
ご

来
訪
で
ミ
サ
後
の
歓
談
或
い
は
韓
国

語
の
勉
強
会
な
ど
小
さ
な
出
会
い
の

中
に
も
何
時
も
笑
顔
に
癒
さ
れ
、
優

し
い
気
持
ち
に
包
ま
れ
て
い
た
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
誰
か
ら
も
愛
さ

れ
る
賜
物
を
い
た
だ
い
て
い
る
神
父

様
、
こ
れ
か
ら
の
全
て
を
御
父
に
お

捧
げ
し
、
ご
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
生
か
し
た
司
牧
が
で
き
ま

す
よ
う
に
遠
方
か
ら
お
祈
り
を
続
け

ま
す
。
太
田
教
会
に
も
遊
び
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
は
神
様
の
お
恵
み

ペ
ト
ロ
　
ホ
ア
ン
・

ド
ゥ
ク
・
ロ
イ
新
助
祭

　

温
か
い
春
の
訪
れ
の
喜
び
の
う
ち

に
、
四
月
二
十
九
日
、
わ
た
く
し
は

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
前
田
万
葉
大

司
教
様
を
は
じ
め
、
ヨ
ゼ
フ
三
末
篤

實
名
誉
司
教
様
、
養
成
担
当
の
神
父

様
方
の
ご
指
導
、
修
道
会
の
皆
様
、

司
祭
団
と
多
く
の
信
者
の
方
々
に
見

守
ら
れ
て
、
岡
山
教
会
で
助
祭
叙
階

の
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。
感
慨
無
量

の
喜
び
で
す
。
そ
し
て
、
当
日
に
多

く
の
皆
様
が
叙
階
式
に
参
列
し
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。
十
二
年
間
司
祭
職
を
目
指

し
、
五
年
間
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

院
で
養
成
さ
れ
、
神
様
が
色
々
な
形

で
、
絶
え
ず
わ
た
し
の
上
に
お
恵
み

を
注
い
で
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
こ

の
度
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
々
の
お

祈
り
と
励
ま
し
を
頂
い
た
か
ら
こ

そ
、
こ
の
日
は｢

人
生
の
春｣

の
日

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
お
恵

み
に
よ
っ
て
人
生
は
変
わ
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
自
分
の
力
で
は

な
く
神
様
の
恩
恵
で
す
。
す
べ
て
は

神
様
か
ら
の
無
償
の
賜
物
で
す
。
特

に
、
深
く
感
じ
た
の
は
私
た
ち
の
叙

階
式
の
た
め
に
広
島
教
区
の
皆
様
が

様
々
な
こ
と
を
準
備
し
て
く
だ
さ

り
、
多
く
の
信
者
の
方
々
の
お
祈
り

と
御
支
援
を
受
け
た
事
で
本
当
に
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

助
祭
叙
階
の
お
恵
み
を
受
け
た
わ

た
く
し
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
奉

仕
職
の
使
命
を
始
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
御
言
葉
の
奉

仕
、
典
礼
の
奉
仕
、
愛
の
奉
仕
で

す
。
す
な
わ
ち
、
福
音
の
喜
び
を
の

べ
伝
え
る
者
と
な
る
の
で
す
。
助
祭

に
叙
階
さ
れ
ま
し
た
が
、
司
祭
団
に

加
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
助
祭
職

を
果
た
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、

し
っ
か
り
準
備
を
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
目
標
は
「
人

の
痛
み
が
分
か
る
司
祭
」
に
な
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
目

標
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

皆
様
に
祈
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

で
最
終
六
年
目
と
し
て
、
助
祭
コ
ー

ス
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

司
牧
実
習
は
東
京
教
区
の
習
志
野
教

会
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

習
志
野
教
会
は
大
き
く
て
、
信
者
の

数
も
多
い
で
す
。
日
本
人
の
信
者
だ

け
で
は
な
く
、
外
国
人
の
信
者
と
共

に
創
る
教
会
の
姿
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
習
志
野
教
会
で
色
々
な
活
動
に

参
加
し
、
教
会
の
こ
と
を

学
び
な
が
ら
、
そ
こ
に
集

う
様
々
な
背
景
の
皆
さ
ん

（
信
者
、
未
信
者
、
外
国

籍
の
方
な
ど
）
と
関
わ
っ

て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
出
向
い
て

い
く
」
私
は
助
祭
の
務
め
と
し
て
奉

仕
に
励
み
つ
つ
、
時
に
は
、
困
難
な

事
に
出
会
っ
た
り
、
辛
い
事
に
も
出

会
っ
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な

時
に
も
堅
固
な
決
意
を
も
っ
て
生
涯

を
神
様
に
お
捧
げ
し
信
仰
、
希
望
、

愛
を
も
っ
て
、
神
の
み
旨
に
従
い
、

神
の
道
具
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
わ
た

く
し
は
弱
い
人
間
で
す
が
、
神
の
助

け
に
よ
っ
て
、
相
応
し
い
司
祭
に
な

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
「
わ
た
し
の
恵
み
は
あ
な
た
に

は
十
分
で
あ
る
。
力
は
弱
さ
の
中
で

こ
そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
」
（
二
コ

リ
ン
ト
十
二
・
九
）
と
い
う
御
言
葉

を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
召
命
の
た
め
に
お
祈

り
、
犠
牲
を
さ
さ
げ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
す
べ
て
の
恩
人
の
方
々
を
祝
福

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
務
め
を
喜
び
の
う

ち
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
導
き
、
神
様
の
お
恵
み
が
皆

様
の
上
に
豊
か
に
あ
る
よ
う
に
祈
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
ご
支
援
と
お
祈
り
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

床に伏す、尹 兌榮 新司祭とロイ新助祭

ロイ新助祭
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予
備
神
学
校

第
十
回
目
を
迎
え
ま
し
た

　

広
島
教
区
予
備
神
学
校
は
今

年
度
で
二
年
目
を
迎
え
、
去
る

六
月
に
は
第
十
回
目
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
担
当

司
祭
、
ス
タ
ッ
フ
、
リ
ー
ダ
ー

と
も
に
少
数
で
あ
り
な
が
ら

も
、
こ
こ
ま
で
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
神
様
の
お
恵
み

と
皆
様
の
お
祈
り
、
ご
支
援
に

よ
る
も
の
で
す
。
教
区
の
皆
様

に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り

一
層
の
お
祈
り
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

予
備
神
学
校
で
は
沈
黙
の
時

間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
現

代
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く
忙
し

く
、
そ
し
て
、
携
帯
電
話
や
テ

レ
ビ
な
ど
が
溢
れ
か
え
っ
て
い

ま
す
。
社
会
が
発
展
し
、
娯
楽

が
増
え
て
い
く
中
で
沈
黙
の
時

間
、
価
値
は
失
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
沈
黙
は
何
か

邪
魔
で
余
計
な
も
の
、
人
間
の

心
に
は
不
必
要
な
も
の
と
見
做

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
預
言
者
エ
リ

ヤ
は
激
し
い
風
や
地
震
、
火
の

中
に
で
は
な
く
、
静
け
さ
の
中

に
神
様
の
声
を
聞
い
た
の
で

す
。
（
列
王
記
上
十
九
・
十
一

－
十
三
）
イ
エ
ス
様
も
度
々
、

人
里
離
れ
た
所
で
祈
ら
れ
、
弟

子
達
に
は
、
奥
ま
っ
た
自
分
の

部
屋
に
入
っ
て
、
戸
を
閉
め
て

か
ら
祈
る
よ
う
お
教
え
に
な
り

ま
し
た
。
（
マ
タ
イ
六
・
六
）

こ
の
予
備
神
学
校
で
は
日
常
を

離
れ
て
、
共
に
神
様
を
深
め
る

時
間
を
送
り
ま
す
。
そ
れ
は
沈

黙
の
価
値
を
見
つ
け
、
取
り
戻

す
良
い
機
会
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
去
る
六
月
の
予
備
神

学
校
で
は
「
五
千
人
に
食
べ
さ

せ
た
奇
跡
」
と
「
ダ
ビ
デ
と
ゴ

リ
ア
テ
」
の
実
践
教
理
を
行
い

ま
し
た
。
「
五
千
人
に
食
べ
さ

せ
た
奇
跡
」
は
、
四
福
音
書
す

べ
て
に
記
さ
れ
て
い
る
数
少
な

い
出
来
事
の
一
つ
で
す
。
福
音

記
者
達
は
こ
の
出
来
事
に
大
き

な
熱
意
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
達
に
は
ぜ
ひ

深
め
て
も
ら
い
た
い
と
常
々
考

え
て
き
ま
し
た
。
実
践
教
理
の

特
徴
は
、
様
々
な
道
具
を
使
っ

て
聖
書
の
場
面
を
再
現
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
実
際
に
食
べ

ら
れ
る
パ
ン
を
使
っ
て
の
実
践

教
理
は
、
子
ど
も
達
に
深
く
印

象
を
残
し
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。

「
ダ
ビ
デ
と
ゴ
リ
ア
テ
」
の
実

践
教
理
で
は
、
ダ
ビ
デ
の
姿
か

ら
信
仰
の
模
範
を
学
び
ま
し

た
。
ダ
ビ
デ
は
一
切
を
神
に
委

ね
、
臆
す
る
こ
と
な
く
巨
人
ゴ

リ
ア
テ
に
立
ち
向
か
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
こ
れ
か
ら
大

き
な
壁
や
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
時

に
、
何
も
持
っ
て
い
な
い
と
嘆

く
の
で
は
な
く
、
ダ
ビ
デ
の
よ

う
に
神
に
信
頼
し
、
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
り
ま

す
。

　

次
回
の
第
十
一
回
予
備
神

学
校
は
、
十
一
月
二
十
六
日

（
土
）
～
二
十
七
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

友
達
を
誘
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
共
に
恵
み
豊
か
な
時
間
を

送
り
ま
し
ょ
う
。
司
祭
、
ス

タ
ッ
フ
、
リ
ー
ダ
ー
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ともに感謝のミサを捧げました

皆
さ
ま
方
へ

＋
主
の
平
和

　

新
緑
の
候
、
広
島
教
区
並
び

に
中
国
五
県
小
教
区
の
信
徒
の

　

皆
さ
ま
方
に
於
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
存
じ
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
尾
道
教
会
に
於
い
て

は
二
〇
〇
八
年
教
会
建
設
新
築

時
に
教
区
よ
り
借
り
受
け
ま
し

た
１
億
２
３
０
１
万
２
１
５
８

円
を
今
年
二
〇
一
六
年
四
月
を

も
っ
て
全
額
返
済
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

当
初
の
返
済
計
画
で
は
、

十
六
年
間
で
し
た
が
そ
の
半
分

（
八
年
間
）
の
期
間
で
返
済
出

来
ま
し
た
。

　

教
区
始
め
、
中
国
五
県
小
教

区
全
て
の
信
徒
の
皆
さ
ま
方
の

篤
い
い
つ
く
し
み
の
信
仰
と
献

身
的
な
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
た

賜
物
で
す
。

　

尾
道
教
会
信
徒
全
員
で
皆
様

方
の
ご
協
力
に
対
し
心
か
ら
深

く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
丁
寧
に
お
礼

申
し
上
げ
た
い
所
存
で
あ
り
ま

す
が
諸
般
の
事
情
柄
失
礼
と
は

思
い
ま
す
が
教
区
報
の
書
面
を

お
借
り
し
て
お
礼
と
ご
報
告
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

神
に
感
謝
！

二
〇
一
六
年
五
月
二
十
二
日

尾
道
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

主
任
神
父　

服
部
大
介

信
徒
一
同

尾
道
教
会
建
設
資
金

返
済
の
お
知
ら
せ
と
お
礼

マザー・テレサ列聖記念写真展
片柳弘史神父　講演会

●広島会場
・写真展
　9.22(木)－10.2(日)
　9：00－17：00
　世界平和記念聖堂
・講演会　10.2(日)
　11：00－12：30
　世界平和記念聖堂

　　　●山口会場
　　　・写真展
　　　　10.20(木)－10.30(日)
　　　　9：00－16：00
　　　　山口サビエル記念聖堂
　　　・講演会　10.23(日)
　　　　11：00－12：30
　　　　山口天使幼稚園2階ホール

●岡山会場
・写真展
　10.8(土)－10.16(日)
　9：00－17：00
　カトリック岡山教会
・講演会　10.15(土)
　13：30－15：00
　カトリック岡山教会
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重
要
文
化
財　

世
界
平
和
記
念
聖
堂

耐
震
補
強
・
改
修
工
事
ご
協
力
の
お
願
い

広
島
司
教
区
の信徒

の
皆
様
へ

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
は
、
広

島
教
区
の
司
教
が
教
区
長
と
し

て
教
区
内
の
信
徒
を
教
導
し
、

司
式
す
る
た
め
の
「
着
座
椅
子

（
カ
テ
ド
ラ
）
」
が
置
か
れ
た

聖
堂
で
、
教
区
の
母
な
る
教
会

堂
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
司

教
座
聖
堂
（
カ
テ
ド
ラ
ル
）
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
行
き
た

い
と
考
え
、
今
年
度
よ
り
聖
堂

の
耐
震
補
強
と
改
修
工
事
を
行

う
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
教
区

の
信
徒
の
皆
様
に
は
、
聖
堂
保

存
の
意
義
を
ご
理
解
の
上
、
ご

支
援
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

広
島
教
区
で
は
、
世
界
最
初

①銅板葺（漏水、 下地破損）

③外壁（ひび割れ、 剥離）

外壁（ひび割れ、 剥離）

銅板葺（漏水、 下地破損）

④木製扉（腐朽）

木製扉（腐朽）

銅板葺
（漏水、 下地破損）

外壁（ひび割れ、 剥離）
②外壁（ひび割れ、 剥離）

防水（劣化）

⑤防水（劣化）

⑥窓（一部腐食）

の
原
子
爆
弾
に
よ
る
悲
惨
な
戦

争
体
験
を
持
つ
教
区
と
し
て
、

「
平
和
の
使
徒
に
な
ろ
う
」
を

テ
ー
マ
に
各
種
の
召
命
・
宣
教

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
記
念
聖
堂
を
「
平
和
を
祈

念
す
る
聖
堂
」
と
し
て
保
存
、

活
用
し
て
行
く
こ
と
も
そ
れ
ら

の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
先

般
、
列
聖
さ
れ
た
聖
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
は
広
島
の
地
か
ら

世
界
に
向
け
て
「
戦
争
は
人
間

の
仕
業
で
す
。
戦
争
は
人
間
の

生
命
の
破
壊
で
す
。
戦
争
は
死

で
す
。
」
と
平
和
ア
ピ
ー
ル
を

世
界
に
発
し
、
私
達
が
歩
む
べ

き
道
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
記
念

聖
堂
は
そ
の
言
葉
を
証
し
す
る

使
命
が
与
え
ら
れ
た
聖
堂
で

す
。

　

聖
堂
に
あ
る
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
説

教
台
に
「
平
和
を
宣
べ
伝
え

る
」
と
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
広
島
教
区
の
信

徒
は
、
聖
堂
建
設
の
訴
え
に
応

え
て
い
た
だ
い
た
世
界
中
の

人
々
の
平
和
の
願
い
と
祈
り
を

忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
心
に

刻
み
、
「
平
和
の
灯
（
と
も
し

び
）
」
が
消
え
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
記
念
聖
堂
を
明
日
の
世

代
に
引
き
継
ぎ
、
平
和
を
宣
べ

伝
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

世
界
平
和
記
念
聖
堂

保
存
活
用
委
員
会
委
員
長

斎
藤
眞
仁
神
父

幟
町
教
会
主
任
司
祭

ド
メ
ニ
コ
・
ヴ
ィ
タ
リ
神
父

世界平和記念聖堂募金 
郵便振替口座

口  座  名：カトリック広島司教区

口座番号：01320-3-109791

＊通信欄に「聖堂保存献金」と記入して
ください。

■耐震補強の概要
　聖堂本体：玄関吹き抜け部分の脆弱部分の対策（小玄関等の鉄骨補強など）
　鍾塔：支持地盤までの杭打ち、地盤の液状化対策、PC鋼棒及び鉄骨による補強
■保存工事の概況
　コンクリート劣化部分の補修と劣化防止対策
　銅板葺大屋根の葺き替え
　小屋裏の鉄骨トラスの補強
　内壁の亀裂・浮きなどの補修
　内陣ドームの鉄骨補強と内装補修
　鋼製建具等の補修
　ステンドグラスの劣化部補強と飛散防止対策
　ペンダント照明の補修
　内陣天井の漆喰落下防止対策
　屋根シート防水の更新
　老朽化した電気設備、空調設備の更新など
■工期：２０１６年１０月～２０１９年３月

外尾悦郎さん講演会「美しさとは」
　人として生きて行く根本に美しさを求める精神があります。
　人の心の奥深くに埋め込まれた美しさ・意義を共に見つめてみたい。

日　　時：2016年8月11日（木・祝）　14：00～15：30（開場13：30）
講　　演：外尾 悦郎（彫刻家、サグラダ・ファミリア主任彫刻家）
場　　所：世界平和記念聖堂（カトリック幟町教会）730-0016　広島市中区幟町4-42　　　
入場無料：入場料はいただきませんが世界平和記念聖堂維持のための献金をお願いいたします。
主　　催：カトリック広島司教区　　
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地
区
便
り

41

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
口
島
根
地
区

「
隔
て
を
越
え
て
」

　

広
島
教
区
の
西
端
、
下
関
か

ら
海
峡
を
隔
て
、
福
岡
教
区
の

北
端
、
北
九
州
が
展
開
し
ま

す
。
最
近
「
北
九
州
・
関
門
ブ

ロ
ッ
ク
」
と
呼
び
、
外
国
籍
の

人
々
と
の
共
生
文
化
を
生
き
る

こ
と
、
労
働
者
の
社
会
・
生
活

を
見
直
す
グ
ル
ー
プ
の
活
動
な

ど
境
を
越
え
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
何
ら
か
の
違
い
が
対
峙
す

る
境
を
越
え
る
交
流
の
場
に
、

新
し
い
い
の
ち
が
湧
き
出
ま

す
。

　

も
っ
と
大
き
な
海
峡
を
隔

て
、
英
国
の
EU
離
脱
は
先
行
き

不
安
な
出
来
事
で
す
。
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
教
皇
の
指
摘
さ
れ
る
、

現
代
世
界
の
「
格
差
と
排
除
」

の
現
状
か
ら
の
か
ら
の
脱
出

（
エ
ク
ソ
ド
ス
）
の
後
退
と
も

見
え
ま
す
。
一
大
要
因
の
難
民

問
題
は
、
戦
争
・
紛
争
・
テ
ロ

等
の
深
い
原
因
で
あ
る
世
界
の

格
差
だ
と
思
い
ま
す
。
自
国
の

生
活
・
労
働
・
文
化
を
守
る
為

の
排
除
が
生
じ
る
の
は
当
然
で

す
が
、
そ
れ
を
止
め
る
人
類
の

成
熟
は
未
だ
な
の
で
す
。
折
角

国
家
の
境
を
越
え
た
連
帯
と
交

流
の
人
類
の
希
望
の
方
向
が

有
っ
た
の
に
、
で
す
。

EU
加
盟
条
件
の
一
つ
が
、
死

刑
制
度
廃
止
国
で
あ
る
と
知

る
と
き
、
国
家
が
人
間
の
生

命
を
殺
せ
な
い
と
い
う
、
国

家
が
戦
争
に
よ
っ
て
国
民
を

殺
せ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
に
繋

が
る
か
ら
で
す
。
身
近
な
事

で
、
一
昨
年
静
岡
地
裁
で
再

審
可
決
に
成
っ
た
死
刑
囚
袴

田
さ
ん
の
再
審
開
始
を
祈
り

と
具
体
的
連
帯
努
力
で
、
こ

の
国
の
司
法
権
力
に
向
か
い

た
い
で
す
。

　

こ
の
教
区
報
が
出
る
時

は
、
七
月
十
日
の
参
院
選
の

結
果
が
こ
の
国
行
く
先
を
ど

の
様
に
し
て
い
る
か
。
ど
の

様
な
結
果
で
あ
っ
て
も
、「
日

本
国
憲
法
の
不
戦
の
理
念
を

支
持
し
尊
重
す
る
の
は
当
然

の
事
で
す
。
戦
争
放
棄
は
、

キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
キ
リ

ス
ト
の
福
音
そ
の
も
の
か
ら

の
要
請
で
あ
り
、
宗
教
者
と

し
て
い
の
ち
を
尊
重
す
る
立

場
か
ら
の
切
な
る
願
い
で
あ

り
、
人
類
全
体
に
と
っ
て
の

手
放
す
事
の
出
来
な
い
理
想

な
の
で
す
。」（
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
常
任
司
教
委
員

会
：
二
〇
一
六
年
四
月
七
日
）　

（
林
尚
志
神
父
）

＊
第
三
十
回
山
口
・
島
根
地
区

カ
ト
リ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

集
い

　

六
月
四
日
（
土
） 

長
府
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
て
「
第
三
十

回
山
口
・
島
根
地
区
カ
ト
リ
ッ

ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
田
（
祇

園
教
会
信
者
）
先
生
の
講
演

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
心
の

ケ
ア
）
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容

か
ら
「
も
っ
と
深
く
学
び
た

い
」
等
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
秋
か
ら
山
口

島
根
地
区
の
福
祉
部
主
催
で
、

研
修
会
を
開
く
予
定
（
全
五

回
）
で
す
。

＊
聖
書
講
演
会
の
講
話
の
CD

　

京
都
教
区
聖
書
委
員
会
主

催
の
聖
書
講
座
、
聖
書
講
演

会
の
講
話
の
CD
シ
リ
ー
ズ

（
二
〇
〇
〇
年
～
一
六
年
）
を

や
っ
と
備
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
有
意
義
な
講
話
ば
か
り

で
す
。
自
分
で
自
分
を
養
成
す

る
た
め
に
、
借
り
て
聴
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
、
山
口
島
根
地
区
セ
ン
タ
ー

（TEL083-924-2931 FAX
 

083-923-6363

）
ま
で
。

〈
内
容
〉
神
の
恵
み
と
私
た
ち

の
信
仰
生
活

＊
古
巣
馨
神
父
講
話
CD

　

古
巣
馨
神
父
（
長
崎
教
区
）

が
「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
百
八
十
七

殉
教
者
の
列
福
式
」
を
記
念

し
、
二
〇
〇
八
年
大
阪
の
教
会

で
行
っ
た
講
演
内
容
が
好
評
で

す
。
講
演
は
CD
七
枚
に
記
録
さ

れ
岡
山
鳥
取
地
区
、
広
島
地

区
、
山
口
島
根
地
区
の
信
者
の

方
々
（
二
十
七
名
）
に
よ
り
文

字
に
起
こ
し
て
い
た
だ
き
編
集

し
、
「
こ
の
路
を
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
使
徒
職
団
体
、
勉
強

会
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
グ
ル
ー

プ
の
み
な
さ
ん
で
こ
の
資
料
を

読
み
、
分
か
ち
合
い
と
し
て
活

用
で
き
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
、
CD
一
枚
ず
つ
行

え
ば
、
七
回
の
分
か
ち
合
い
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。

＊
「
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕

者
」
養
成
講
座

　

二
〇
一
六
年
岡
山
鳥
取
地
区

「
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕

者
」
養
成
講
座
が
六
月
十
一
日

（
土
）
十
三
時
半
よ
り
、
カ
ト

リ
ッ
ク
倉
敷
教
会
で
、
笠
岡
教

会
の
山
口
道
晴
神
父
様
を
講
師

に
迎
え
、
第
一
回
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
先
立
ち
担
当
司
祭
倉

敷
教
会
の
バ
ル
ト
神
父
様
よ
り

「
主
イ
エ
ス
は
御
父
の
み
心
を

行
う
た
め
に
、
世
に
来
ら
れ
、

苦
し
む
人
、
困
っ
て
い
る
人
、

悩
ん
で
い
る
人
の
友
と
な
り
ま

し
た
。
体
を
備
え
て
く
だ
さ
っ

た
神
は
今
、
私
た
ち
を
も
恵
み

と
平
和
を
伝
え
る
道
具
に
な
る

よ
う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
六
回
行
わ
れ
ま

す
が
、
一
回
～
三
回
ま
で
は
誰

で
も
関
心
の
あ
る
方
は
講
座
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
く
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉

仕
者
に
指
名
さ
れ
た
方
は
六
回

受
講
し
ま
す
。

　

山
口
神
父
様
は
「
御
聖
体
の

神
秘
に
つ
い
て
」
ご
聖
体
に

岡
山
鳥
取
地
区

山口道晴神父
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鳥
取
県
と
島
根
県
の
境
に
位
置

す
る
米
子
小
教
区
境
港
巡
回
教
会

は
信
仰
深
い
数
家
族
を
礎
と
し
て

淳
心
会
の
神
父
様
方
の
お
力
添
え

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
六

年
六
月
五
日
、
野
口
司
教
様
の
司

式
で
、
献
堂
式
の
ミ
サ
が
捧
げ
ら

れ
、
聖
ペ
ト
ロ
を
守
護
者
と
し
ま

し
た
。

　
「
境
港
市
が
漁
港
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
漁
師
で
あ
っ
た
ペ
ト
ロ
こ

そ
、
そ
の
守
護
者
と
し
て
最
も
相

応
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で

す
。」

　

一
九
九
〇
年
九
月
二
十
四
日
に

は
、
境
港
教
会
設
立
二
五
周
年
祝

賀
ミ
サ
が
、
三
末
司
教
様
を
は
じ

め
十
一
名
の
神
父
様
方
に
よ
っ
て

捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。「
小
さ
な
教

会
な
が
ら
、
予
想
以
上
に
沢
山
の

方
に
お
祝
い
を
し
て
頂
き
心
強
い

も
の
を
感
じ
ま
し
た
。」
そ
し
て

ま
た
二
○
一
五
年
十
一
月
三
日
に

は
献
堂
五
〇
周
年
を
米
子
教
会

八
〇
周
年
と
併
せ
て
お
祝
い
い
た

し
ま
し
た
。

　

境
港
教
会
は
日
本
で
働
く
ブ
ラ

ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、

の
信
者
達
と
い
っ
し
ょ
に
ミ
サ
を

捧
げ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

信
者
が
ミ
サ
に
参
加
し
各
国
語

で
典
礼
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
の
聖
霊
降
臨
の
日
に
は
八
名

の
子
ど
も
た
ち
の
初
聖
体
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
後
は
茶
話

会
を
し
た
り
各
国
自
慢
の
手
料

理
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
家
庭

的
な
雰
囲
気
で
集
っ
て
い
ま

す
。
次
の
二
十
五
年
こ
そ
私
達

の
信
仰
、
聖
霊
の
恵
に
よ
っ
て

キ
リ
ス
ト
の
光
を
灯
台
の
灯
光

の
よ
う
に
輝
か
せ
る
教
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
平
和
な
世
界

に
な
り
ま
す
よ
う
に
ま
た
キ
リ

ス
ト
の
福
音
が
伝
わ
り
ま
す
よ

う
に
祈
り
ま
す
。

　

境
港
教
会
の
御
ミ
サ
は
第

一
、
第
三
日
曜
日
午
前
十
一
時

よ
り
始
り
ま
す
。

米
子
小
教
区　
　

境
港
教
会

シ
リ
ー
ズ　

巡
回
教
会
め
ぐ
り 30

広
島
教
区
の
施
設

は
、
御
か
ら
だ
と
御
血
と
だ
け

で
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
霊
と
三

位
体
の
神
も
共
に
お
ら
れ
る
こ

と
、
拝
領
は
、
私
た
ち
の
魂
を

養
う
食
物
と
し
て
受
け
る
こ
と

と
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
分
か
り
易
く
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
回
は
荻
神
父
様
を
迎
え
て

「
キ
リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
に
」

と
題
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

＊
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
ゆ

る
し
の
秘
跡
・
ミ
サ

　

い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
の

計
画
と
し
て
、
八
月
の
一
ヶ
月

間
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
キ
エ
サ
・

ロ
バ
ー
ト
神
父
様
に
お
願
い
し

て
、
広
島
地
区
各
小
教
区
の
た

め
に
、
ゆ
る
し
の
秘
跡
・
ミ

サ
・
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

＊
信
徒
の
た
め
の
『
霊
操
』
セ

ミ
ナ
ー

第
七
回
：
二
〇
一
六
年

十
月
十
五
日
（
土
）

第
八
回
二
〇
一
七
年

一
月
二
十
八
日
（
土
）

第
九
回
二
〇
一
七
年

四
月
二
十
二
日
（
土
）

時
間
：
十
時
～
十
六
時

指
導
：
塩
谷
恵
策
神
父
（
イ
エ

ズ
ス
会
・
西
日
本
霊
性

セ
ン
タ
ー
代
表
）

場
所
：
観
音
町
教
会
聖
堂

＊
「
聖
体
授
与
の
臨
時
の
奉
仕

者
」
養
成
講
座

・
七
月
二
十
四
日
（
日
）

「
キ
リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
に
こ

た
え
る
も
の
と
な
る
た
め
に
」

／
講
師
：
片
柳
弘
史
神
父
（
宇

部
教
会
）

・
九
月
十
一
日
（
日
）

「
キ
リ
ス
ト
の
お
供
を
す
る
も

の
」
／
講
師
：
牛
尾
幸
生
神
父

（
イ
エ
ズ
ス
会
庚
午
修
道
院
）

・
十
月
十
六
日
（
日
）

「
実
践
上
の
注
意
と
実
践
指

導
」
／
講
師
：
斉
藤
眞
仁
神
父

（
観
音
町
教
会
）

時
間
：
十
四
時
～
十
六
時
半

場
所
：
広
島
カ
ト
リ
ク
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル

＊
平
和
を
祈
る
テ
ゼ
の
集
い

九
月
二
十
二
日
（
木
）
十
時
～

場
所
：
祇
園
教
会

＊
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

十
月
二
日
（
日
）
十
四
時
～

十
六
時
／
場
所
：
広
島
カ
ト

リ
ッ
ク
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

＊
地
区
女
性
連
合
会
キ
リ
シ
タ

ン
巡
礼
の
旅
（
北
陸
・
石
川
）

日
程
：
十
月
四
日
（
火
）
～
六

日
（
木
）

広
島
地
区

米子小教区　境港教会

本の紹介

The Hope
あなたのままで輝いて
心をあたたかさで包み、
小さなことばたちが
生きる力を与えてくれる
大切な一冊・・・・・

聖パウロ書院で販売しています。

－		感		謝		－

			香典返し

尾道教会の信徒、スタン

スラオ西山恭平様より、

故西山幸子様葬儀のお花

料のお返しとして、広島

司教区へ献金をいただき

ました。お礼とご報告を

申しあげます。

広島司教区

片柳弘史神父 著
PHP研究所

教会スタンプラリー完了

認定証番号 氏　名（教会）
 第0008号 丹藤浩二・東亜子（尾道）
 第0009号 五代儀 幸枝（岡山）
 第0010号 堀越 明子・瑶（水島）
 第0011号 寺下 敦子（岡山）
 第0012号 黒田 三千代（幟町）
 第0013号 広瀬 昌子（幟町）
 第0014号 前田 輝男（幟町）
 第0015号 山本 邦子（幟町）
 第0016号 植  和子（幟町）
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「
感
動
す
る
こ
と
の
色
々
」

　
　
檣

し
ょ
う
と
う灯
セ
ン
タ
ー 

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
デ
ウ
ィ
ル
デ
神
父

〈89〉

　

「
草
葉
の
陰
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
」
が
口
癖
で
し
た
。

　

祈
り
と
ミ
サ
が
中
心
の
日
々

を
送
ら
れ
て
い
た
三
末
司
教

様
。
亡
く
な
ら
れ
た
今
も
、
私

た
ち
の
傍
、
草
葉
の
陰
か
ら
、

平
和
の
た
め
、
広
島
司
教
区
の

た
め
、
私
た
ち
の
幸
せ
の
た
め

に
祈
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
（
み
）

　

人
間
誰
も
が
心
の
健
康
を

保
つ
た
め
に
、
た
び
た
び
感

動
的
な
場
面
に
出
会
う
必
要

が
有
る
。
こ
こ
で
、
最
近
二

つ
の
全
然
異
な
っ
た
内
容
の

ミ
ニ
感
動
体
験
を
し
た
の
で

書
い
て
み
る
。
先
ず
“
枇
杷

の
実
の
話
〟
と
、
も
う
一
つ

は
“
司
祭
を
テ
ー
マ
に
し
た

詩
〟
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
年
檣
灯
セ
ン
タ
ー
に
出
来

た
枇
杷
は
、
例
年
よ
り
や
や
大

き
く
て
、
と
て
も
甘
い
と
評
判

だ
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
頃
少
々

年
を
召
さ
れ
た
ご
夫
婦
が
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
。

自
慢
し
た
か
っ
た
の
か
、
早
速

若
い
葉
っ
ぱ
が
つ
い
た
ま
ま
の

枇
杷
ひ
と
房
を
さ
し
上
げ
よ

う
と
し
た
、
そ
の
時
の
反
応

に
驚
い
た
。
だ
っ
て
奥
様
は
直

ぐ
、
そ
の
実
を
受
け
取
る
や
い

な
や
付
い
て
い
た
葉
っ
ぱ
を
丁

寧
に
離
し
て
、
水
が
い
っ
ぱ
い

の
コ
ッ
プ
に
生
け
た
。
そ
う
し

な
が
ら
ひ
と
り
言
の
よ
う
に
言

わ
れ
た
、
「
（
害
虫
予
防
な
ど

の
）
袋
の
中
に
窮
屈
そ
う
に
押

し
込
ま
れ
て
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
！
ご
苦
労
様
で
し
た
」

と
。

　

さ
て
、
一
方
こ
の
枇
杷
の
話

と
全
然
関
係
な
く
、
ラ
テ
ン
語

で
書
か
れ
た
“
司
祭
に
つ
い
て

の
詩
〟
は
神
秘
的
な
内
容
で
、

以
前
か
ら
好
き
で
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
そ
の
素
敵
な
日
本
語

訳
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
最
近

思
わ
ず
英
語
訳
だ
け
は
手
に

入
っ
た
。
こ
の
ラ
テ
ン
語
タ

イ
ト
ル
は
“O

 Sacerdos! 
Q

uis es tu? 

〟
（
オ
ー
司
祭

よ
！
あ
な
た
は
誰
で
す
か
？
） 

そ
し
て
詩
の
最
後
の
文
は
、

何
かFinal A

nsw
er

か
の
よ

う
に
“N

ihil et O
m

nia

〟

英
語
で
“N

o
th

in
g

 an
d 

Everything

〟
ズ
バ
リ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
実
は
、
理
想
と
現

実
と
の
間
の
大
き
な
ず
れ
を
、

毎
日
の
様
に
痛
感
し
て
い
る
だ

け
に
、
こ
の
詩
の
言
葉
は
ピ
ン

と
き
て
、
何
よ
り
感
動
的
で
あ

る
。

青
少
年
の
活
動

「
広
島
教
区
青
年
大
会
」

今
年
も
や
り
ま
す
！

　

「
広
島
教
区
青
年
大
会

2
0

1
6

」
を
九
月
十
八
日

（
日
）
～
十
九
日
（
月
・

祝
）
、
カ
ト
リ
ッ
ク
三
篠
教
会

で
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
十
八

歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）
。

テ
ー
マ
は
「
ア
レ
キ
シ
オ
白
浜

満
司
教
叙
階
式
SP
」
で
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
司
教
様
が

や
っ
と
決
ま
り
、
青
年
た
ち
も

大
喜
び
。
こ
の
喜
び
を
み
ん
な

で
分
か
ち
合
お
う
と
、
今

年
の
青
年
大
会
は
司
教
叙

階
式
に
合
わ
せ
て
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
記
念
す

べ
き
青
年
大
会
に
な
り
そ

う
な
予
感
。
ぜ
ひ
多
く
の

青
年
た
ち
が
集
ま
っ
て
、

い
っ
し
ょ
に
新
司
教
様
を

気
持
ち
よ
く
迎
え
入
れ
ま

し
ょ
う
！

　

こ
れ
に
向
け
て
青
年
大

会
の
準
備
も
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
意
気

込
み
を
お
届
け
し
ま
す
。

昨年初めて青年大会を経験し、「こんなにも楽しい素敵な出会
いがあるんだ！」と感じました。この気持ちをより多くの人に
感じてほしい。沢山の人が集い、分かち合える場を作っていき
たいです！（幟町：石井美咲）

テゼ、青年ミサなど…お恵みいっぱいの典礼になるよう準備し
ています♪ともにステキな時間を作りましょう。
（幟町：中塚汐音）

やる気満々頑張ります！！（日髙詠奨）

今年初めて青年大会に参加するので、スタッフという立場です
が青年大会がどのような場所なのか、これから学んでいきたい
と思っています。未熟な部分が多くありますが、頑張っていき
たいです。（呉：風呂井薫）

あんなにワクワクする素敵なテゼや、あんなに面白いと思える
ミサができるのは、他に無い、青年大会の魅力だ！！昨年典礼
スタッフとして青年大会に参加し、そう強く感じました。今年
は、もっと多くの人とこの気持ちを分かち合いたいです！
（幟町：益田なお）

「
広
島
教
区
練
成
会
」

日
時
：
八
月
九
日
（
火
）
～

十
一
日
（
木
・
祝
）

場
所
：
カ
ト
リ
ッ
ク
翠
町
教
会

対
象
：
小
学
五
年
生
～
中
学
三

年
生

テ
ー
マ
：
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
か

ら
学
ぶ
い
つ
く
し
み
」

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

各
小
教
区
配
布
の
案
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

広島JOC「平和学習会」のお知らせ

　被爆証言を聞き、伝える。
　平和について学び、考え、人と関わる場を作る。
　自分の身近な平和について考え、Actionを起こす。

　日　程：8/27（土）～28（日）　場　所：幟町教会
　参加費：3,000円　対　象：JOCメンバー、青年、協力者
　宿　泊：幟町教会に宿泊可能。前泊もできます。
　問合せ：観音町教会　広島JOC担当　飯田知香 


